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【
釈
文
】 相

渡
シ
申
證
文
之
事 

一 

渡
良
瀬
川
往
来
渡
シ
船
、
下
新
田
村
権
七
方
ヘ
御 

 
 

請
合
申
度
相
願
候
処
、
御
相
談
之
上
、
被
仰
渡
候
趣
、 

 
 

左
之
通
、
堅
相
守
可
申
候
事 

一 

従 

御
公
儀
様
被
仰
出
候
御
條
目
之
趣
、
於 

 
 

渡
場
ニ
急
度
相
守
可
申
候
事 

一 

穀
寄
村
々
之
外
、
往
来
之
衆
ゟ
常
水
之
節
、
船
賃 

 
 

壱
人
ニ
五
文
・
馬
并
口
付
と
も
ニ
八
文
、
増
水
之
節
、
壱
人
ニ 

 

拾
文
・
馬
口
付
と
も
ニ
拾
弐
文
、
右
之
外
壱
銭
も
余
計
之 

 
 

船
賃
取
申
間
敷
候
、
若
相
定
之
外
往
来
ヘ
申 

 
 

掛
候
者
ゝ
、
御
吟
味
之
上
、
渡
シ
船
御
取
上
ヶ
可
被
成
候
事 

一 

昼
之
儀
者
不
申
及
、
夜
中
多
り
と
も
、
往
来
之
衆
川
原
ニ 

 
 

ま
た
せ
不
置
、
早
速
相
渡
シ
可
申
候
事 

一 

對
往
来
之
衆
、
悪
口
・
喧
嘩
・
口
論
ヶ
間
敷
儀
、
堅
ク 

 
 

仕
間
敷
候
事 

一 

新
町
市
日
之
儀
者
、
増
水
多
り
と
も
、
遠
方
衆
往
来
迠
、 

 
 

船
賃
取
申
間
敷
候
事 



一 

前
嶋
・
平
塚
川
岸
荷
物
、
其
外
諸
荷
物
新
町
ヘ 

 
 

付
送
り
候
分
、
船
賃
取
申
間
敷
候
事 

一 

増
水
之
節
者
不
申
及
、
常
水
之
時
尓
茂
大
勢
乗
せ 

 
 

不
申
、
乗
り
下
り
人
馬
と
も
に
怪
我
無
之
様
、
大
切
ニ
相 

 
 

慎
可
申
候
事 

一 

於
渡
シ
場
ニ
、
博
奕
・
諸
勝
負
人
宿
、
堅
仕
間
敷
候
事 

一 

橋
銭
之
少
々
宛
、
新
町
并
大
間
々
村
市
日
ニ
申
請
候
へ
共
、 

 
 

向
後
橋
銭
取
申
間
敷
候
事 

右
之
條
々
堅
相
守
可
申
候
、
万
一
於
渡
シ
場
ニ
六
ヶ
敷 

儀
致
出
来
、
御
公
邊
ニ
及
候
節
、
御
役
掛
り
ニ
御
座
候
付
、 

御
世
話
之
儀
者
被
成
可
被
下
候
、
諸
入
用
金
銭
等
者
権
七 

身
上
限
り
、
相
賄
可
申
候
、
其
上
之
儀
者
、
於
御
町
内
ニ 

御
役
介
可
被
下
候
、
為
後
日
、
船
渡
シ
請
合
證
文
、
依
如
件 

 

下
新
田
村 

寛
延
四
年 

 
 

 
 

 
 

 

船
渡
シ
請
合 

権
七
㊞ 

未
二
月 

 
 

 
 

 

證
人 

 
 

 

権
兵
衛
㊞ 

同
断 

 
 

 

加
左
衛
門
㊞ 

 



桐
生
新
町 

御
役
人
衆
中 

右
之
通
、
相
違
無
御
座
候
ニ
付
、
我
々
と
も
致
印
形
候
、
以
上 

下
新
田
村 

組
頭 

弥
五
兵
衛
㊞ 

同   
 

九
兵
衛
㊞ 

同 
市
郎
右
衛
門
㊞ 

名
主 

利
右
衛
門
㊞ 

同   

浅
右
衛
門
㊞ 

 

寛
延
四
未
年
、
下
新
田
村
権
七
与
申
も
の
江 

渡
船
相
預
ヶ
證
人
并
右
村
役
人
奥
印 

為
致
取
置
候
證
文 

 

【
読
み
下
し
文
】 

相
い
渡
し
申
す
證
文
の
事 

一 

渡
良
瀬
川
往
来
渡
し
船
、
下
新
田
村
権
七
方
へ
御 

 
 

請
合
申
し
た
く
相
い
願
い
候
処
、
御
相
談
の
上
、
仰
せ
渡
さ
れ
候
趣
、 

 
 

左
の
通
り
、
堅
く
相
守
り
申
す
べ
く
候
事 



一 

御
公
儀
様
よ
り
仰
せ
出
さ
れ
候
御
條
目
の
趣
、 

 
 

渡
場
に
於
い
て
、
急
度
相
い
守
り
申
す
べ
く
候
事 

一 

穀
寄
村
々
の
外
、
往
来
の
衆
よ
り
常
水
の
節
（
は
）、
船
賃 

 
 

壱
人
に
五
文
・
馬
并
口
付
と
も
に
八
文
、
増
水
の
節
（
は
）、
壱
人
に 

 
 

拾
文
・
馬
口
付
と
も
に
拾
弐
文
、
右
の
外
壱
銭
も
余
計
の 

 
 

船
賃
取
り
申
す
間
敷
く
候
、
若
し
相
い
定
め
の
外
往
来
ヘ
申
し 

 
 

掛
り
候
は
ば
、
御
吟
味
の
上
、
渡
し
船
御
取
上
げ
成
さ
る
べ
く
候
事 

一 

昼
の
儀
は
申
す
に
及
ば
ず
、
夜
中
た
り
と
も
、
往
来
の
衆
川
原
に 

 
 

ま
た
せ
置
か
ず
、
早
速
相
い
渡
し
申
す
べ
く
候
事 

一 

往
来
の
衆
に
對
し
、
悪
口
・
喧
嘩
・
口
論
が
間
敷
き
儀
、
堅
く 

 
 

仕
り
間
敷
く
候
事 

一 

新
町
市
日
の
儀
は
、
増
水
た
り
と
も
、
遠
方
衆
（
の
）
往
来
迠
、 

 
 

船
賃
取
り
申
す
間
敷
く
候
事 

一 

前
嶋
・
平
塚
川
岸
（
の
）
荷
物
、
そ
の
外
諸
荷
物
新
町
へ 

 
 

付
送
り
候
分
、
船
賃
取
り
申
す
間
敷
く
候
事 

一 

増
水
の
節
は
申
す
に
及
ば
ず
、
常
水
の
時
に
も
大
勢
乗
せ 

 
 

申
さ
ず
、
乗
り
降
り
人
馬
と
も
に
怪
我
こ
れ
無
き
様
、
大
切
に
相
い 

 
 

慎
し
み
申
す
べ
く
候
事 



一 

渡
し
場
に
於
い
て
、
博
奕
・
諸
勝
負
人
宿
、
堅
く
仕
り
間
敷
く
候
事 

一 
橋
銭
の
少
々
ず
つ
、
新
町
并
（
に
）
大
間
々
村
市
日
に
申
し
請
け
候
へ
共
、 

 
 

向
後
（
は
）
橋
銭
取
り
申
す
間
敷
く
候
事 

右
の
條
々
堅
く
相
い
守
り
申
す
べ
く
候
、
万
が
一
渡
し
場
に
於
い
て
六

む
ず

か
敷 し

き 

儀
出
来
致
し
、
御
公
邊
に
及
び
候
節
（
は
）
、
御
役
掛
り
に
御
座
候
（
に
）
付
、 

御
世
話
の
儀
は
成
さ
れ
下
さ
る
べ
く
候
、
諸
入
用
金
銭
等
は
権
七 

身
上
限
り
、
相
い
賄
い
申
す
べ
く
候
、
其
上
の
儀
は
、
御
町
内
に
於
い
て 

御
役

お

や

っ

介
か
い

下
さ
る
べ
く
候
、
後
日
の
為
、
船
渡
し
請
合
證
文
、
依
っ
て
件
の
如
し 

 

下
新
田
村 

寛
延
四
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

船
渡
し
請
合 

権
七
㊞ 

未
二
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

證
人 

 
 

 

権
兵
衛
㊞ 

同
断 

 
 

 

加
左
衛
門
㊞ 

 

桐
生
新
町 

御
役
人
衆
中 

右
の
通
り
、
相
違
御
座
な
く
候
に
付
、
我
々
と
も
印
形
致
し
候
、
以
上 

下
新
田
村 

組
頭 

弥
五
兵
衛
㊞ 



同   
 

九
兵
衛
㊞ 

同 

市
郎
右
衛
門
㊞ 

名
主 

利
右
衛
門
㊞ 

同   

浅
右
衛
門
㊞ 

 

寛
延
四
未
年
、
下
新
田
村
権
七
と
申
す
も
の
へ 

渡
船
相
預
ヶ
證
人
并
び
に
右
村
役
人
奥
印 

致
し
取
り
置
き
候
證
文 

 

【
解
説
】 

 

今
日
、
私
た
ち
は
川
で
隔
て
ら
れ
た
向
う
岸
側
へ
行
こ
う
と
す
る
時
、
大
抵
の

場
合
、
考
え
る
ま
で
も
な
く
、
橋
を
利
用
し
て
対
岸
へ
と
渡
り
ま
す
。
し
か
し
、

前
近
代
ま
で
は
、
建
築
技
術
の
問
題
も
あ
り
、
特
に
大
き
な
川
に
橋
を
架
け
る
こ

と
は
困
難
で
し
た
。
勿
論
、
橋
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
琵
琶

湖
の
南
の
景
勝
地
、
近
江
八
景
で
知
ら
れ
る
瀬
田
の
唐
橋
は
発
掘
調
査
の
結
果
、

古
代
か
ら
高
度
な
技
術
で
土
台
を
組
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
し
、

大
化
二
年
（
六
四
六
）
に
は
、
渡
河
中
に
流
さ
れ
て
亡
く
な
る
人
が
多
い
こ
と
を

嘆
い
た
元
興
寺

が
ん
ご
う
じ

の
僧
道

ど
う

登 と

に
よ
っ
て
、
宇
治
川
に
橋
が
架
け
ら
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
ま
す
（
『
宇
治
橋
断
碑
』）
。
僧
侶
に
よ
る
架
橋
と
い
え
ば
、
奈
良
時
代
の
高



僧
行
基
も
ま
た
、
自
分
の
も
と
に
集
ま
っ
た
信
者
た
ち
を
動
員
し
て
要
害
の
処

に
数
多
く
の
橋
（
山
崎
橋
な
ど
）
を
架
け
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
ま
す
。
し
か
し

こ
の
よ
う
に
常
時
架
橋
さ
れ
て
い
る
橋
と
い
う
の
は
め
ず
ら
し
く
、
浅
瀬
の
上

流
側
と
下
流
側
に
並
行
す
る
よ
う
に
杭
を
打
ち
、
流
れ
と
直
行
す
る
形
に
杭
と

杭
の
間
に
長
い
木
材
を
結
ん
で
橋
桁

は
し
げ
た

を
作
り
、
そ
の
上
に
平
板
を
乗
せ
た
板
橋

や
、
繋
い
だ
船
を
横
に
並
べ
て
浮
か
べ
、
そ
の
上
を
渡
る
浮
橋
＝
船
橋
が
む
し
ろ

普
通
で
し
た
。
一
た
び
大
雨
が
降
っ
て
川
が
増
水
す
る
と
、
木
製
の
橋
は
い
と
も

簡
単
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
多
く
の
資
力
・
労
力
を
つ
ぎ
込
ん

で
ま
で
橋
を
架
け
る
と
い
う
造
作
を
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
良
い
選
択
肢
と
は

い
え
ず
、
板
橋
や
舟
橋
の
方
が
理
に
適
っ
て
い
た
の
で
す
。 

ま
た
、
万
葉
集
に
は
飛
鳥
川
を
渡
る
石
橋
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
あ
ま
り
川
幅
も
水
深
も
な
く
、
流
れ
も
穏
や
か
な
川
に
、
大
き
く
て
平
ら
な

石
を
一
定
の
間
隔
で
並
べ
た
も
の
で
す
。
隙
間
な
く
並
べ
る
と
、
そ
の
石
に
よ
り

水
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
越
水
し
た
り
肝
心
の
石
が
水
没
し
た
り
し
て
し
ま
う
た

め
、
水
が
下
流
へ
と
通
過
す
る
た
め
の
隙
間
を
空
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す

が
、
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
渡
る
こ
と
か
ら
「
飛
び
石
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
後
世
飛

鳥
を
訪
問
し
た
本
居
宣
長
も
渡
っ
た
と
い
う
こ
の
石
橋
は
、
飛
鳥
稲
渕
の
飛
び

石
と
し
て
、
今
日
な
お
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

古
代
・
中
世
を
通
じ
て
橋
が
架
け
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
た
の
は
政
治
の
中
心

地
で
あ
る
京
都
や
鎌
倉
、
ま
た
そ
こ
へ
と
通
じ
る
街
道
筋
程
度
に
限
定
さ
れ
、
そ



れ
で
さ
え
洪
水
な
ど
で
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
ま
ま
断
橋
と
な
り
、
渡
船
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
橋
を
架
け
な
い
（
架
け
ら
れ
な
い
）
こ
と
は
、
河
川
を
利
用
し
た
水
運

の
面
か
ら
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
し
た
。
も
し
川
幅
全
面
に
橋
が
架
か
っ
て

い
た
場
合
、
そ
の
橋
脚
を
く
ぐ
れ
る
高
さ
以
上
に
は
船
に
荷
を
積
め
ま
せ
ん
。
渡

船
場
の
画
や
古
写
真
を
み
る
と
、
岸
か
ら
川
幅
の
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
ま
で
板

橋
や
船
橋
が
伸
び
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
先
は
橋
が
な
く
渡
し
船
で
対
岸
に
渡

る
と
い
う
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
川
幅
の
真
ん
中
の
最
も
水
深
が
深

い
と
こ
ろ
を
空
け
て
お
く
こ
と
で
、
橋
に
阻
ま
れ
る
こ
と
な
く
大
き
な
荷
船
の

通
行
を
可
能
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

さ
て
今
回
は
、
そ
の
川
を
渡
る
こ
と
に
関
わ
る
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。
い
っ
た

い
ど
の
様
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
幸
い
こ
の
文
書
に
は
端

裏
書
が
あ
り
ま
す
。
端
裏
書
に
つ
い
て
は
、
第
七
回
の
講
座
で
説
明
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
文
書
は
、
書
き
出
し
側
を
「
端
」
、
書
き
止
め
側
を

「
奥
」
と
い
い
ま
す
。
人
に
差
し
出
す
時
、
ま
た
は
自
ら
手
元
に
控
え
を
保
管
す

る
時
で
も
、
文
書
は
文
字
面
が
内
側
に
な
る
よ
う
に
し
て
、
奥
側
か
ら
端
側
へ
と

折
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
折
り
終
え
た
時
、
一
番
上
に
来
る
の
は
端
側

の
裏
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
書
状
や
願
書
、
証
文
を
受
け
取
っ
た
場
合
や
、

自
ら
写
し
や
控
え
を
保
管
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
折
り
込
ま
れ
た
文
書
の
一
番



上
の
部
分
（
端
の
裏
側
）
に
、
備
忘
と
し
て
そ
の
文
書
の
内
容
を
簡
略
に
書
き
記

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
端
裏
書
で
、
図
版
の
三
枚
目
、【
釈
文
】
と
【
読

み
下
し
文
】
で
は
、
四
角
の
枠
で
囲
っ
た
部
分
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
は
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
下
新
田
村
の
権

七
と
い
う
も
の
が
、
渡
船
稼
業
を
請
合
う
こ
と
と
な
っ
た
時
、
証
人
と
同
村
の
村

役
人
の
奥
印
を
押
し
て
（
桐
生
新
町
の
町
役
人
へ
）
差
し
出
し
、
そ
れ
を
（
新
町

側
で
）
取
り
置
い
た
も
の
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
下
新
田
村
の
渡
船
と
は
、
同
村
と

渡
良
瀬
川
の
対
岸
本
宿
村
を
結
ん
だ
赤
岩
の
渡
し
の
こ
と
で
、
今
日
の
赤
岩
橋

よ
り
は
幾
分
下
流
の
、
JR

両
毛
線
の
鉄
橋
の
辺
り
に
存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
渡

し
は
、
桐
生
新
町
へ
の
西
の
入
り
口
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
近
隣
農
村
か
ら

米
穀
や
蔬
菜
を
は
じ
め
と
す
る
食
糧
を
運
び
込
む
だ
け
で
な
く
、
新
町
の
六
斎

市
へ
や
っ
て
く
る
人
や
、
伊
勢
崎
・
前
橋
方
面
へ
の
往
来
、
さ
ら
に
は
足
尾
銅
山

道
中
（
銅
山

あ
か
が
ね

街
道

か
い
ど
う

）
沿
い
の
渡
し
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
、
下
新
田
村
側
の
渡
し

場
に
は
、
渡
し
留
め
（
増
水
に
よ
る
渡
し
の
停
止
）
時
に
は
、
宿
屋
と
し
て
も
利

用
で
き
る
茶
屋
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
渡
良
瀬
川
に

は
通
年
で
渡
れ
る
橋
は
な
く
、
現
在
の
桐
生
市
域
で
は
、
上
流
か
ら
赤
岩
の
渡
し
、

後
う
し
ろ

谷や

の
渡
し
、
間
之
島

あ

い

の

し

ま

の
渡
し
、
松
原
の
渡
し
で
の
渡
船
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。（
水
量
の
減
る
冬
春
に
は
、
一
部
の
渡
し
で
は
板
橋
を
か
け
て
渡
河
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
） 



さ
て
渡
船
稼
業
（
船
頭
と
渡
船
場
の
管
理
運
営
）
を
請
合
っ
た
権
七
の
こ
の
書
状

か
ら
、
赤
岩
の
渡
し
の
様
子
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
一
条
目
は
、
渡
船
稼
業
を

請
合
い
し
た
い
旨
を
申
し
出
て
許
さ
れ
た
下
新
田
村
の
権
七
が
、
以
下
に
あ
げ

る
条
々
を
固
く
守
る
べ
き
こ
と
、
二
条
目
は
、
公
儀
（
幕
府
）
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
條
目
の
趣
旨
を
守
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。 

三
条
目
は
船
賃
。
穀
寄
村
（
米
穀
や
蔬
菜
を
運
び
込
む
近
隣
農
村
）
以
外
の
利

用
者
か
ら
は
、
常
水
（
通
常
水
位
）
の
時
は
一
人
五
文
、
馬
と
口
付
（
馬
を
引
く

人
）
は
八
文
。
増
水
時
は
一
人
十
文
、
馬
と
口
付
は
十
二
文
と
し
、
そ
れ
以
外
は

一
銭
も
受
け
取
ら
な
い
こ
と
。
も
し
こ
れ
以
外
を
往
来
の
者
に
要
求
し
た
ら
、
御

吟
味
を
受
け
、
渡
し
船
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。 

四
条
目
は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
渡
り
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
待
た
さ
ず
に
渡
す
こ

と
、
五
条
目
は
渡
し
場
に
や
っ
て
き
た
も
の
に
対
し
て
、
悪
口
や
喧
嘩
、
難
癖
を

決
し
て
つ
け
な
い
こ
と
と
続
き
ま
す
。 

六
条
目
は
、
桐
生
新
町
に
市
が
立
つ
日
の
取
り
決
め
で
す
。
こ
の
日
は
、
た
と

え
増
水
し
て
い
て
も
、「
遠
方
衆
往
来
迠
」（
遠
方
か
ら
の
も
の
＝
穀
寄
村
以
外
の

も
の
）
に
至
る
ま
で
船
賃
を
取
ら
な
い
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
先
ほ
ど

の
、
船
賃
を
定
め
た
三
条
目
で
は
「
穀
寄
村
之
外
」
の
も
の
の
船
賃
だ
け
が
明
確

に
定
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
、
穀
寄
村
の
も
の
た
ち
の
そ
れ
が
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
理
由
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
穀
寄
村
の
も
の
た
ち
に

は
、
常
水
・
増
水
時
を
問
わ
ず
常
時
船
賃
が
か
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ



と
で
す
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
常
時
船
賃
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
遠
方
の
も
の

た
ち
に
対
し
て
も
、
桐
生
新
町
の
市
日
に
限
っ
て
は
、
増
水
時
で
あ
っ
て
も
、
渡

し
賃
が
免
除
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
新
町
の
市
の
日
は
、

誰
で
も
船
賃
を
徴
収
さ
れ
ず
に
渡
ら
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
渡

し
の
実
質
的
な
管
理
運
営
者
が
桐
生
新
町
で
あ
り
、
市
を
よ
り
一
層
繁
昌
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
の
渡
し
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

七
条
目
に
は
、
前
嶋
川
岸
（
現 
太
田
市
尾
島
町
）
と
平
塚
川
岸(

現 

伊
勢
崎

市
境
町)

の
荷
物
、
そ
の
外
の
諸
荷
物
に
つ
い
て
も
桐
生
新
町
へ
送
る
も
の
は
、

船
賃
を
取
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
前
嶋
（
前
島
）・
平
塚
の
河
岸
は
と
も

に
、
陸
路
銅
山
街
道
を
運
ば
れ
た
足
尾
銅
山
産
出
の
幕
府
御
用
銅
を
積
み
出
し

た
港
で
、
利
根
川
の
河
岸
と
し
て
は
倉
賀
野
河
岸
（
現 

高
崎
市
倉
賀
野
町
）
に

次
ぐ
大
規
模
な
河
岸
で
あ
り
（
安
永
年
間
の
船
問
屋
数
は
、
倉
賀
野
が
九
軒
、

前
島
は
八
軒
、
平
塚
は
七
軒
）、
こ
の
河
岸
で
荷
揚
げ
さ
れ
た
物
資
が
銅
山
街
道

を
上
っ
て
、
桐
生
新
町
へ
と
運
び
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

八
条
目
は
、
増
水
時
は
も
ち
ろ
ん
、
常
水
時
で
あ
っ
て
も
一
度
に
船
に
大
勢
乗

せ
ず
、
乗
船
・
下
船
時
に
は
人
馬
共
に
怪
我
を
さ
せ
ぬ
よ
う
大
切
か
つ
慎
重
に
務

め
る
こ
と
を
、
九
条
目
で
は
、
渡
船
場
に
は
博
奕
や
賭
け
事
を
行
う
も
の
た
ち
が

集
ま
る
よ
う
な
宿
を
開
か
な
い
こ
と
を
堅
く
誓
約
し
、
十
条
目
は
、
従
来
、
桐
生

新
町
や
大
間
々
村
の
市
日
に
は
、
少
し
ず
つ
橋
銭
（
渡
り
賃
）
を
徴
収
し
て
い
た

が
、
今
後
は
そ
れ
を
取
ら
な
い
こ
と
と
結
び
ま
す
。 



 

こ
の
赤
岩
の
渡
し
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
後
日
談
が
あ
り
ま
す
。
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
に
渡
良
瀬
川
の
大
水
で
本
宿
村
が
船
や
渡
船
場
へ
の
取
り
付
け

道
を
流
失
し
た
際
、
同
村
は
そ
の
復
興
の
た
め
と
し
て
、
穀
寄
村
の
も
の
た
ち
に

も
一
律
五
文
の
船
賃
を
取
る
こ
と
を
新
町
に
通
告
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
桐
生
新
町
と
そ
の
近
隣
組
合
二
十
四
ヶ
村
は
、
ま
っ
た
く
理
が
な
い
こ
と
と

し
て
江
戸
へ
の
出
訴
に
及
び
ま
す
。
最
終
的
に
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
ま

で
及
ぶ
、
長
い
訴
訟
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
、
桐
生
新
町
側
の
主
張
が

通
り
、
穀
寄
村
か
ら
は
船
賃
を
徴
収
し
な
い
こ
と
で
済
口
と
な
り
ま
し
た
。 

訴
訟
と
も
な
る
と
、
訴
え
方
・
相
手
方
双
方
か
ら
、
訴
え
の
根
拠
と
な
る
証
文

や
、
主
張
を
述
べ
る
上
申
の
書
面
が
提
出
さ
れ
る
た
め
、
往
々
に
し
て
、
そ
れ
ら

が
一
ま
と
ま
り
の
形
と
し
て
町
役
人
の
元
に
残
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
の
訴
訟
に

つ
い
て
も
、
数
点
の
関
係
史
料
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
当
初

の
赤
岩
の
渡
し
の
運
営
実
態
や
、
そ
の
後
の
変
遷
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
渡
し
を
利
用
し
て
桐
生
新
町
へ
と
米
穀
・
蔬
菜
を
運
ん

で
い
た
穀
寄
村
の
村
々
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
の
渡
し
賃
を
支
払
わ
な
く
て

も
よ
か
っ
た
代
わ
り
に
、
夏
秋
の
二
季
、
船
頭
が
村
々
の
軒
先
を
回
っ
て
、
馬
持

は
四
升
・
馬
な
し
は
二
升
ず
つ
の
雑
穀
を
徴
収
さ
れ
、
そ
れ
が
船
頭
の
給
分
に
充

て
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
桐
生
新
町
が
渡
船
運
上

う
ん
じ
ょ
う

（
営
業
税
）
を
毎
年
納
め
て
い



た
こ
と
。
新
し
く
渡
船
を
製
造
す
る
際
の
費
用
は
、
新
町
が
九
割
、
穀
場
村
が
一

割
、
修
復
の
時
に
及
ん
で
は
、
新
町
が
全
額
負
担
し
て
い
る
こ
と
。
船
頭
を
務
め

る
も
の
が
、
近
年
、
下
新
田
村
の
も
の
か
ら
本
宿
村
の
も
の
へ
と
預
け
替
え
（
変

更
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
ち
ら
の
騒
動
に
つ
い
て
は
、
木
本
政
雄
氏
「
渡
良
瀬
川
赤
岩
渡
船
一
条
始
末

記
」（『
桐
生
史
苑
』
第
十
三
号 
一
九
七
四
）
が
、
そ
の
顛
末
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
赤
岩
渡
船
場
に
つ
い
て
は
、

明
治
六
年
に
大
規
模
な
普
請
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
の
絵
図
面
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
群
馬
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
地
域
資
料
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 


